
1

ケイタイを活用した出欠確認システムから
授業アンケート、双方向授業への展開

（関西地区ＦＤ連絡協議会 出欠確認研究ＳＧ）（関西地区ＦＤ連絡協議会 出欠確認研究ＳＧ）

大阪成蹊大学 福永栄一
fukunaga@osaka-seikei.ac.jp

関西地区ＦＤ連絡協議会 出欠確認研究ＳＧの活動

第1回 2008年12月 8日

出欠確認研究SGの趣旨確認

各大学の出欠確認の実状と課題報告

第2回 2009年 2月16日

大阪工業大学における出欠確認の現状

第3回 2009年 4月24日第3回 2009年 4月24日

大阪商業大学における出欠確認の現状

第4回 2009年 6月26日

大阪成蹊大学現代経営情報学部における出欠確認の現状

第5回 2009年10月23日

京都文教大学における携帯電話を使っての授業評価アン

ケートについて

関西地区ＦＤ連絡協議会 出欠確認研究ＳＧの活動

＜見学会＞

2009年1月

携帯電話での授業評価アンケート、出欠確認の見学会を2回

開催し、延14校、18名参加

2009年6月

携帯電話での授業評価アンケート、出欠確認の見学会を2回携帯電話での授業評価アンケート、出欠確認の見学会を2回

開催し、延7校1企業、12名参加

＜関西地区ＦＤ連絡協議会総会＞

2009年4月25日

出欠確認研究ＳＧ活動報告：携帯電話による授業評価・出

欠確認システムの活用について
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Ｉ－ＭＡＳシステムによる出欠確認の効果

・大クラスでも１分で出欠確認できる

・集計作業が不要である

・リアルタイムに学生の出欠状況が把握できる

・他の方法に比べ、代返が難しい

・４月の第１回目の授業前に履修が確定する

出席促進効果

遅刻防止効果

Ｉ－ＭＡＳシステムによる出欠確認の効果

出欠確認方法の違いと、それぞれの大規模クラス（例えば200人）での特徴

出欠確認方法 内 容 時間 効率性 代返

名前を呼ぶ 200人 × 6秒 ＝ 1200秒 20分 良くない 簡単

出席カ ド カ ドの配布と回収 10分出席カード カードの配布と回収 10分
非常に悪い 簡単

カードの出席簿への転記 90分

学生証読取 読取装置で学生証をチェック 0分 非常に良い 簡単

Ｉ－ＭＡＳ
（携帯電話）

指示番号を同時に登録させる 1分 良い 難しい
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Ｉ－ＭＡＳシステムによる授業評価アンケートとは

授業で学生に配布

学生の操作

Ｉ－ＭＡＳシステムによる授業評価アンケートの効果

授業評価方法の違いと、2000人規模の大学でのそれぞれの特徴

授業評価方法 アンケートの回答 準備 費 用 その他

紙
2,000人×10＝20,000
枚の紙

多 集計に多額
集計結果６ヵ月後

回収時の不正

ＯＭＲ用紙
2,000人×10＝20,000
枚のＯＭＲ用紙

多
用紙・集計
に多額

集計結果２ヵ月後

回収時の不正

ＩＣＴ利用 パソコン or 携帯電話 少 不要 当日集計、回答率１０％

Ｉ－ＭＡＳ
（携帯電話）

携帯電話

（パソコンでも回答可能）
少

2000枚のコ
ピー代

当日集計、回答率８０％

Ｉ－ＭＡＳを導入するだけで、出欠確認や授業評価
アンケートが効率的、効果的に行えるわけではない。

教職員、学生の理解と協力が最も重要。そのための

・ノウハウ、技術支援

導入プロジ クトチ ムの結成と推進・導入プロジェクトチームの結成と推進

・テスト導入の進め方、導入費支援など

を通じて、効率的かつ正確な出欠確認方法を確立し、教育効
果を高める。

（関西地区ＦＤ連絡協議会出欠確認研究ＳＧでの研究目的）

Ｉ－ＭＡＳの特徴

５月 ６月 ７月

出席

Ｉ－ＭＡＳ方式

期中の
アンケート
当日集計

回答率８０％

履修

４月 授業開始

確定

４月：授業開始 ５月 ６月 ７月

出席

履修

一般的な方式

確定

Ｉ－ＭＡＳの特徴

５月 ６月 ７月

出席

Ｉ－ＭＡＳ方式
履修

４月 授業開始

確定

期中の
アンケート
当日集計

回答率８０％

毎日、１年中、４年間 学生と

携帯電話を通じて繋がることができる。

他のシステムのイメージ
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Ｉ－ＭＡＳ（出欠確認システム）のイメージ
Ｉ－ＭＡＳシステムの今後の発展

授業サポート機能

現状

出欠確認

学生サポート機能

今年度予算

学生アンケート

大学祭の模擬店申請

ゼミ分け（申込）

開発検討中

出欠分析

今年度予算

カレンダー形式での

出欠状況確認

出欠状況のＷｅｂでの保護者への公開

授業評価アンケート

休講連絡

時間割

掲示板

卒業生サポート

来年度予算（？）

同窓会

連絡、問合せ

アンケート

来年度研究費確保（？）

電子ミニッツペーパー

開発検討中

学生呼び出し

コミュニケーション

今年度予算

小テスト

簡易アンケート

Ｉ－ＭＡＳシステムの今後の発展

授業評価アンケート

学生アンケート

模 請

・システム導入しないで
・１回ごとの利用

出欠確認

小テスト

簡易 ケ ト

・１人の教員で利用
・数人の教員で利用

大学祭の模擬店申請

ゼミ分け（申込）

簡易アンケート

電子ミニッツ
ペーパー

・複数大学で利用

今後のｉ－ＭＡＳ
ネットワーク

Ｄ／ＢＤ／Ｂ
サーバー

ファイアウォール

Ｗｅｂ
サーバー

インターネット

学外

教務課

学生：パソコン教室

休講連絡

時間割

掲示板

学生とのコミュニケーションツール

在学生

教室

インタ ネット

連絡、相談

学生アンケート

研究室

学内

出欠確認

授業評価アンケート

小テスト

簡易アンケート

ミニッツペーパー

卒業生

Ｉ－ＭＡＳシステムの利用

㈱青森共同計算センター
http://www.jacopen.co.jp/

Ｉ－ＭＡＳ
http://www.jacopen.co.jp/shukketsu/index.html

Ｉ－ＭＡＳのＡＳＰ方式利用
（出欠確認、授業評価アンケートを教員１人で行える）
http://www.jacopen.co.jp/shukketsu/asp01.html

関西地区ＦＤ連絡協議会出欠確認研究ＳＧ及びＩ－ＭＡＳ
に関するお問合せ：fukunaga@osaka-seikei.ac.jp


